
ご契約の概況 収益の状況

1312 Report  Sumisei  2014 Report  Sumisei  2014

住
友
生
命
の
C
S
R

C
S
R
を
支
え
る
経
営
体
制

組
織
の
概
要

デ
ー
タ
編

経
営
基
本
方
針

平
成
25
年
度
の
業
績

個人マーケット分野の状況（個人保険＋個人年金保険）

■保有契約年換算保険料

　平成25年度末の個人保険＋個人年金保険合計の保有
契約年換算保険料は、2兆1,824億円（前年度末比1.5％
の減少）となりました。
　なお、生前給付保障＋医療保障等は、5,073億円（前年
度末比0.5％の増加）と着実に増加しております。
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● 新契約年換算保険料

　平成25年度の個人保険＋個人年金保険合計の新契約
年換算保険料は、貯蓄性商品の前年の販売実績が高水準
であった影響等により1,267億円（前年度比26.6％の減
少）となりました。
　うち、生前給付保障+医療保障等は、365億円（前年度
比0.0％の増加）となりました。 平成24年度
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● 解約＋失効契約年換算保険料

　平成25年度の解約＋失効契約年換算保険料は、
1,057億円（前年度比6.2％の増加）となりました。
　金融機関を通じて過去に販売した変額年金保険にお
いて、金融市場の好転に伴い、積立金の増加したご契約
で解約が増加したこと等によるものです。

■解約＋失効契約年換算保険料
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　平成25年度にお支払いした保険金・給付金等は右図に
記載のとおりです。 死亡保険金

9万件
3,023億円

● お役に立った保険金・給付金
保険金・年金・給付金支払実績・・・

満期保険金
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年金
285万件
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給付金
217万件
4,084億円

その他
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　平成25年度の基礎利益は3,982億円となりました。
前年度比減少となったのは、変額年金保険について、年
度末時点の相場が満期まで継続したとしても将来の年
金を確実にお支払いできるよう、法令の定めに基づき積
み立てていた標準責任準備金の戻入額（427億円）が、
前年の戻入額（872億円）より減少したこと等によるもの
です。この影響を除いた実質的な収益水準は、グラフのと
おり堅調に推移しています。

　基礎利益（A）にキャピタル損益（B）、臨時損益（C）を加
えた経常利益（D）は2,436億円となりました。

● 基礎利益等の推移
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　経常利益（D）に、特別利益・特別損失（E）を加え、法人税
及び住民税・法人税等調整額（F）を控除した当期純剰余
（G）は1,289億円となりました。

※折線グラフは基礎利益を表しています。
※棒グラフは、変額年金保険に係る標準責任準備金の繰入額・
戻入額を除いた実質的な収益水準を表しています。

平成24年度 平成25年度
基礎利益（A）
　うち保険料等収入
　　  利息及び配当金等収入
　うち保険金等支払金
　　  変額年金保険に係る
　　  標準責任準備金繰入
　　  （△は戻入）
　　  事業費
キャピタル損益（B）
臨時損益（C）
経常利益（D＝A＋B＋C）
特別利益 （E）
特別損失
税引前当期純剰余
法人税及び住民税 （F）
法人税等調整額
当期純剰余（G＝D＋E－F）

保有契約年換算保険料

新契約年換算保険料

解約＋失効契約年換算保険料

基礎利益

平成24年度 平成25年度

（3,335）

区　分

区　分
3,982
25,042
5,448
22,135

△427
 

3,363
△1,123
△421
2,436
92

△857
1,672
659
△276
1,289

平成24年度 平成25年度
基礎利益
　保険関係差益
　　うち死差益
　　うち費差益
　逆ざや額

4,261
31,447
5,106
19,401

△872
 

3,624
△1,607
△371
2,283
131
△962
1,452
644
△324
1,132

3,982
4,139
3,344
820
△157

4,261
4,768
3,447
806
△507

● 経常利益等の状況（基礎利益の状況）

（ご参考）基礎利益の内訳（三利源）

（単位：億円）

（単位：億円）3,2803,280

平成22年度平成21年度

2,985

3,868

2,652

3,0313,031

P.108

P.124基礎利益

P.124経常利益

当期純剰余

平成24年度 平成25年度

4,261

3,3893,389

4,261

3,3183,318 3,554

3,982

2,652

■住友生命とメディケア生命の実績

変額年金保険に係る標準責任
準備金の影響を除いた基礎利益（ ）

　主要項目については、子会社のメ
ディケア生命保険株式会社との合算
値を開示しております。

22,258

1,788

997

4,207
（3,512）

21,969

1,310

1,060

3,939

3,982億円

2,436億円

1,289億円
（単位：億円）

区　分



ストック・健全性の状況収益の状況
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逆ざやへの対応

P.101平成２5年度決算に基づく社員配当金について

P.143ソルベンシー・マージン比率の状況

内部留保

格付の状況

● 個人年金保険契約での責任準備金積増しのイメージ図（予定利率5％の契約のケース）

　平成25年度の逆ざやは157億円（前年度比350億円改
善）ですが、当社はこの逆ざやを埋め合わせた上で、3,982
億円の基礎利益を確保しております。
　なお、「逆ざや」や「長寿化の進展」に対応し、健全性の
一層の向上を図る観点から、平成18年度決算より、毎年

新たに年金支払いを開始する個人年金保険契約につい
ては、原則として、年金開始時点での標準基礎率＊を適用
し、責任準備金を積み増すこととしております。この積増
しには、平均予定利率を低下させ、逆ざやを改善させる効
果があります。

＊平成8年大蔵省告示第48号に定める予定死亡率・予定利率
● 逆ざや額の算出方法

＊1. 基礎利益に含まれる一般勘定の運用収支から社員配当金積立利息繰入額を控除したものの一般勘定責任準備金に対する利回り
＊2. 予定利息の一般勘定責任準備金に対する利回り
＊3. 危険準備金を除く一般勘定部分の責任準備金について、次の方式で算出
　　（期始責任準備金＋期末責任準備金-予定利息）× 1/2

＊年金開始時点の標準利率（平成8年大蔵省告示第48号に定める予定利率）
　平成24年度以前に年金開始した契約については、1.5％を適用しています。

逆ざや額 基礎利益上の
運用収支等利回り

平均
予定利率

一般勘定
責任準備金－＝ ×

＊1 ＊2 ＊3

（ ）
157億円 19兆6,486億円2.58％ 2.66％

▲年金支払開始

5％で割引責
任
準
備
金

責任準備金積増し

1％＊で割引責
任
準
備
金

▲年金支払開始

積増し前 積増し後

（注）新単位口別利率設定特約部分の責任準備金は含みません。

　ご契約者さまへの社員配当金については、単年度および
将来の収益状況や内部留保の水準等を踏まえ安定的に還
元を行うこと、内部留保によるリスク対応力強化とご契約
者さまへの還元の充実についてのバランスをとること等を

基本的な考え方としています。
　この考え方に基づき、平成25年度決算に基づく社員配
当率は以下のとおりとしています。

1.個人保険、個人年金保険
○主力商品の一部特約等の長期継続配当率について増配
としました。
○その他の配当率については据置きとしました。

2.団体保険
○配当率は据置きとしました。

3.団体年金保険
＜新企業年金保険、厚生年金基金保険および確定給付
企業年金保険(02)等＞
○配当率は、予定利率0.75％または1.25％(解約控除あ
り)に対する責任準備金に対して0.30％としました。

＜拠出型企業年金保険(02)＞
○配当率は、予定利率1.25％に対する責任準備金に対
して0.23％としました。
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● 格付取得状況（平成26年6月末現在）

　平成25年度末においては、内部留保を895億円積み増し、残高
は1兆2,063億円となりました。

0

10,000

5,000

（億円）
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● 内部留保の推移

※純資産の部は剰余金処分後の金額を表示しています。
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● ソルベンシー・マージン比率の推移

● 内部留保の状況

　平成25年度末のソルベンシー・マージン比率は888.2％と
引き続き健全とされる200％を十分に上回りました。

　ソルベンシー・マージン比率のほかに、監督当局が生命
保険会社の健全性を判断する指標として実質資産負債差
額があります。当社の場合、実質資産負債差額は、3兆
8,619億円と十分な水準を確保しています。

【ご参考】 実質資産負債差額の状況

＊法令改正に伴い、平成23年度末からリスクをより厳格に見積もった
基準が適用されております（平成22年度末の現行基準は、当該変更
を適用した場合の数値）。

※ソルベンシー・マージン比率は経営の健全性を示す一つの指標です
が、この比率だけをとらえて経営の健全性の全てを判断することは適
当ではありません。資産運用の状況や業績の推移等の経営情報など
から総合的に判断する必要があります。

（注）ソルベンシー・マージン比率が200%を下回った場合、監督当局に
よって「早期是正措置」が発動されます。「早期是正措置」は、監督
当局がソルベンシー・マージン比率等を用いて必要な措置命令を
発動することで、早期に経営改善への取組みを促していくことを目
的としたものです。

区　分 ソルベンシー・
マージン比率 命令内容

非対象区分 200%以上 なし

第1区分 100%以上
200%未満

経営の健全性を確保するための合理的と認められる改
善計画の提出の求め及びその実行の命令

第2区分 0%以上
100%未満

次の保険金等の支払能力の充実に資する措置に係る命令

第3区分 0%未満 期限を付した業務の全部または一部の停止の命令

①保険金等の支払能力の充実に係る合理的と認められ
る計画の提出及びその実行
②配当の禁止またはその額の抑制
③新規に締結しようとする保険契約に係る保険料の計算
の方法の変更 等

【Aの定義】　 【Aの定義】 【Aの定義】 【Aの定義】 【Aの定義】

保険金
支払能力格付

保険金
支払能力格付

保険
財務格付

保険金支払能力は高く、部分
的に優れた要素がある。

債務履行の確実性は高い。 中級の上位と判断され、信用
リスクが低い債務に対する
格付。

支払能力が高い。支払の中断・
停止の可能性は低く、保険契約
者債務やその他の契約債務を遅
滞なく履行する能力は高い。しか
し、事業環境・経済環境の変化に
よって受ける影響は、上位格付の
場合よりも大きくなり得る。

保険会社が保険契約債務を履
行する能力は高いが、上位2つ
の格付に比べ、事業環境が悪
化した場合、その影響をやや受
けやすい。

保険会社
財務格付

保険
財務力格付

※格付は独立した第三者である格付会社が、保険会社の保険金支払に関する確実性をアルファベットと記号などで表したものです。会社の財務・
収支情報、営業・経営戦略などさまざまな情報に基づき決定されます。なお、格付は格付会社の意見であり、保険金の支払などについて格付会社
が保証するものではありません。

※格付は経済環境等の変化により、将来変化する可能性があります。
※上記格付の定義は各格付会社が公表しているものです。
※同一等級内での相対的な位置付けを示すため、格付の後に「＋」または「－」の記号が付加されることがあります（ムーディーズは格付に、「1」「2」
「3」という数字記号を付加しています。「1」が最上位、「3」が最下位を示します）。

区　　分 平成25年度末平成24年度末 前年度末比
内部留保
　 （負債の部）
　 危険準備金
　 価格変動準備金
　 （純資産の部）
　 価格変動積立金
　 基金償却準備金
　 ＋基金償却積立金

（単位：億円）

　当社では、お客さまをはじめとするステークホルダーの皆
さまに、財務の健全性等を客観的に判断いただく材料の一

つとして、格付会社から格付を取得しております。今後も格
付の維持・更なる向上を目指してまいります。

平成23年度末

9,854

平成22年度末平成21年度末

平成24年度末 平成25年度末平成23年度末平成22年度末平成21年度末

832.8

636.5

955.1

旧基準
現行基準＊

888.2%

1兆2,063億円
10,084

平成25年度末

11,16811,168

11,168

2,837
2,065

1,650

4,616

12,063

3,013
2,314

1,650

5,086

895

176
249

-

470

8,9768,976 10,084
12,063

9,854

1,002.2

708.6
888.2


